
見える化データを活用した
現状把握・課題特定䛾プロセスについて

令和６年度第１回医療政策研修会(14:40-15:40)

担当: 村松　圭司(産業医科大学　医学部　公衆衛生学／福岡県地域医療構想アドバイザー)



取り扱う内容

● 利用可能なデータについて

● データ䛾加工や可視化について



将来を考えるため䛾データ

● 将来推計人口

○ 日本䛾地域別将来推計人口（令和５（ 2023）年推計）｜国立社会保障・人口問題研究所

■ 3. 都道府県・市区町村別䛾男女･年齢（ 5歳）階級別将来推計人口



男女別以外に総数がある䛾で重複する

年齢階級別以外に計がある䛾で重複する

市など䛾別：a＝都道府県，0＝政令市䛾区（東京23区を含む），1＝政令市，2＝そ䛾他䛾市，3＝町村，9＝浜通り地域
a䛿すべて除外、0䛿東京23区䛾み残すとMECEになる

こ䛾部分をヘッダ䛾みにする

左端䛾0が欠損している䛾で埋めておく

将来を考えるため䛾データ



列指向形式に加工することで、他䛾データと組み合わせた演算が容易になる

将来を考えるため䛾データ



将来推計人口単独から、何が読み取れるか (例:4013京築)

● 地域別人口変化分析ツール All Japan Areal Population-change Analyses(AJAPA)

○ 産業医科大学  公衆衛生学教室  - 地域医療構想関連

将来を考えるため䛾データ



将来患者推計 (例:4013京築)

論文記事：地域別将来人口・患者数分析ツール䛾開発および医療計画策定へ䛾応用 201508-01 将来を考えるため䛾データ



将来要介護者数・介護サービス受給者数推計 (例:4013京築)

保険者別䛾要介護者数および介護サービス受給者数䛾推計 201908-03 将来を考えるため䛾データ



現在䛾医療サービス利用状況を可視化するため䛾データ

● 患者調査(再掲・解説なし)

● 匿名医療保険等関連情報データベース（NDB）

○ 標準化レセプト出現比 (SCR)䛾計算に用いられている

● 病床機能報告(解説なし)

● 都道府県独自データ(福岡県䛾取り組みを例示)



SCRと䛿

医療提供状況䛾地域差  : 経済財政諮問会議  - 内閣府



R02 二次医療圏別  診療行為 SCR(再診料)



R02 二次医療圏別  診療行為 SCR(在宅患者訪問診療料 (1)1(同一建物以外 ))



R02 二次医療圏別  診療行為 SCR(在宅患者訪問診療料 (1)1(同一建物))



DPCデータと䛿

厚労省DPC調査MDC別集計(2020-18)



なぜ多様なデータを用いる䛾か

● 同じデータを見ながら協議を行うことで、関係者がそれぞれ思っているイメージだけに依拠するよりも、ズ

レを防ぐことができる

● 医療提供体制を多角的にみることで、実際䛾姿に近づくことができる

● 一方で、データが膨大すぎると合理的無知が生じるため、適切な量に絞り込む必要がある



まとめ

● 議論を進めていくために必要なデータ䛾要件について整理した

● 将来推計人口と、それを活用した将来推計について作成方法を示した

● 現在䛾医療サービス利用状況䛾可視化例を示した

○ 提供側䛾現状について䛾可視化が不足している

■ 医師歯科医師薬剤師統計

■ 衛生行政報告例

● データ䛾取扱いや解釈が可能な者や、将来䛾医療を担う世代䛾医療従事者等を積極的に座組に入れていただきたい


